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研究成果の概要（和文）：本研究では，職業性ストレスの個人差要因としてワーク・ライフ・バ

ランスに注目し，職業性ストレスが労働者の安寧に影響を及ぼすプロセスにおいて，ワーク・

ライフ・バランスがどのような役割を果たすのか，そのメカニズムを実証的に明らかにするこ

とを目的とした。文献レビュー，予備調査（横断調査），本調査（縦断調査）を通じて，ワーク・

ライフ・バランスに関する健康障害プロセス（仕事のストレス要因→仕事・家庭葛藤→心身の

不調）および動機づけプロセス（仕事の資源→仕事・家庭ポジティブ流出→モティベーション）

が確認された。また，心身の不調やモティベーションに関するクロスオーバー効果（夫（妻）

のストレス・モティベーションが妻（夫）に伝わること）も確認することができた。 

 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to investigate the role of work-life balance 

in the relationship between job stress and worker well-being as individual factors. 

Literature review and cross-sectional and longitudinal studies confirmed the health 

impairment process (i.e., job demands  work-to-family conflict  ill-health) and the 

motivational process (i.e., job resources  work-to-family positive spillover  motivation). 

Crossover effects of ill-health and motivation between husbands and wives among 

dual-earner couples were also confirmed. 
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１．研究開始当初の背景 

 従来の職業性ストレス研究は，疾病発症に
関与する職場での危険因子の究明を主な目
的として発展してきた。これまでに，さまざ
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まな理論モデルが提唱され，モデルに基づく
実証研究を通じて，仕事のストレスによる健
康への影響が明らかにされてきた。しかし，
これらの職業性ストレス研究に対しては，い
くつかの指摘がなされてきた。第１の指摘は，
職場環境と疾病とをつなぐメカニズムや個
人差を具体的に検討した研究が少ないこと。
第 2 の指摘は，理論モデルを職場環境の改善
や個人のストレスマネジメントなどに適用
した介入研究が少ないことである。 

研究代表者はこれまでに，職業性ストレス
の個人差要因として，ストレス対処（コーピ
ング）に注目し，ストレス反応や仕事のパフ
ォーマンスが，職場のストレス要因に対する
コーピングのあり方によって異なることを
明らかにしてきた（Shimazu & Kosugi, 

2003；Shimazu et al., 2004, 2005）。研究代
表者はまた，コーピング・スキルの向上を目
的としたストレスマネジメント・プログラム
を開発し，その効果を小集団および Web を
用いた比較化対照試験によって検証した。そ
の結果，プログラムの実施が，ストレス反応
の低減，職務満足感の上昇，同僚からのサポ
ート知覚の上昇に効果的であることを明ら
かにしてきた（Shimazu et al., 2003, 2005, 

2006）。 

一方で，職業性ストレスの個人差要因とし
ては，職場のストレス要因に対するコーピン
グのほか，仕事外の要因も指摘されるように
なってきた（Hurrell & McLaney, 1988）。こ
のうち，産業保健領域において特に注目を集
めるようになったのが，ワーク・ライフ・バ
ランスである（Eby et al., 2005）。ワーク・
ライフ・バランスは，伝統的には女性労働者
の課題として論じられてきたが，近年では，
過重労働やストレスの深刻化に伴い，労働者
全体の問題としてその重要性が指摘される
ようになった。過重労働による健康影響が問
題となっている日本では，過重労働に伴うワ
ーク・ライフ・バランスの不均衡が健康に及
ぼす影響についても知見を集積する必要が
あると考えられた。 

ワーク・ライフ・バランスに関する実証的
研究は，女性の社会進出やシングルマザーの
増加など家族の多様化が日本より早く始ま
った欧米で先行していた。産業・組織心理学，
社会学，経営学の領域における先行研究では，
ワーク・ライフ・バランスとストレス関連指
標（心身の症状，抑うつ，アルコール依存，
バーンアウト，職業関連ストレス，家庭関連
ストレスなど），仕事関連指標（職務満足感，
組織コミットメント，転職意図，欠勤など），
仕事外関連指標（人生満足感，結婚満足感，
家庭満足感など）との関連が検証されていた
（Eby et al., 2005）。 

これらの先行研究では，仕事と生活との間
のネガティブなスピルオーバー（流出）効果

に注目した研究が大部分であった。そこでは，
仕事上の負担が生活上の負担を増やす，ある
いは，生活上の負担が仕事上の負担を増やし，
その結果，労働者にネガティブな影響を及ぼ
すことを指摘していた。しかしながら，仕事
と生活とのポジティブなスピルオーバー効
果（たとえば，仕事の成功が私生活を充実さ
せる，あるいは良好な家族関係が仕事へのモ
ティベーションを向上させる等）に注目した
研究は非常に少なかった。特にわが国では，
ワーク・ライフ・バランスに関する５つの先
行研究のすべてが，ネガティブなスピルオー
バー効果に注目したものであった。さらに，
ワーク・ライフ・バランスに起因するストレ
スやモティベーションなどが身近な人（たと
えば夫婦など）の間で相互に影響を及ぼし合
う，いわゆる「クロスオーバー効果」につい
ては，わが国ではまだ 1 件の研究しか行われ
ていなかった。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では，職業性ストレスの個人差要因
としてワーク・ライフ・バランスに注目し，
職業性ストレスが労働者の安寧に影響を及
ぼすプロセスにおいて，ワーク・ライフ・バ
ランスがどのような役割を果たすのか，その
メカニズムを実証的に明らかにすることを
目的とした。具体的には，共働きの夫婦のワ
ーク・ライフ・バランスに関して，2 つの方
向性（仕事→生活；生活→仕事）と 2 種類の
スピルオーバー（ネガティブ，ポジティブ）
に注目し，職業性ストレスによる健康障害プ
ロセスと動機づけプロセスについて明らか
にすることを第 1 の目的とした。また，ワー
ク・ライフ・バランスのあり方に起因するス
トレスやモティベーションに関する夫婦間
のクロスオーバー効果について検討するこ
とを第 2 の目的とした。 

 

３．研究の方法 

 

１)調査の準備（2007 年度） 
・先行研究の収集とレビュー 
・面接調査 
・質問項目の翻訳と確定 
２）予備調査の実施と解析（2007 年度） 
３）本調査の実施と解析（2008 年度，2009
年度） 
 

以上の手続きにより，ワーク・ファミリ
ー・バランスの健康および動機づけに対する
影響を，横断および縦断データを用いて検討
した。なお，手続きの詳細については，以下
の「4. 研究成果」の項において，研究成果
とともに具体的に記述する。 
 



 

 

４．研究成果 
 
【2007 年度】調査の準備 
１）先行研究の収集とレビュー 
ワーク・ライフ・バランス研究の専門家か

らの意見聴取，先行研究のレビューを通じて，
質問項目作成のための情報収集を行った。そ
の結果，我が国だけでなく海外においても，
仕事と家庭との肯定的な関係（ポジティブ・
スピルオーバー）に関する研究やクロスオー
バー効果に関する研究が少ないことが明ら
かになった。 
 
２）質問項目の翻訳と確定 
オランダの海外共同研究者から入手した質
問項目）の翻訳および逆翻訳を行った。 
 
３）予備調査 
(1)質問紙調査 
2)で確定した質問項目により調査票を構成

し実施した。調査対象者は，中国地方の某市
に所在する保育所に児童を預けている共働
き夫婦約 100 組であった。調査票は，仕事お
よび家庭のストレス要因，仕事と家庭のバラ
ンス（本研究ではネガティブ・スピルオーバ
ー），心身の健康，職務・生活満足感などか
ら構成された。 
(2)調査結果の解析 
「仕事のストレス要因→仕事・家庭葛藤→精
神的不調」および「家庭のストレス要因→家
庭・仕事葛藤→精神的不調」に関する仮説モ
デルを構築し，共分散構造分析を用いてモデ
ルの妥当性を検証した。その結果，想定した
モデルがデータをよく説明していること，お
よびそのモデルが性別にかかわらず適用で
きること，が明らかになった。 
 
【2008 年度】本調査（第 1次調査） 
１)質問紙調査の実施 
 世田谷区在住で保育所に子どもを預けて
いる共働き夫婦約 4500 世帯を対象に質問紙
調査を実施し，約 1500 世帯から回答を得た
（第 1次調査）。 
 
２）データ解析 
 ワーク・ライフ・バランスが個人およびパ
ートナー（夫・妻）の健康・仕事・家庭機能
に及ぼす影響について，主にネガティブな側
面から検討した。その結果，（1）個人の仕事
/家庭におけるストレス要因が WLB を悪化さ
せ，自身の健康・仕事・家庭機能を低下させ
ること，（2）個人のワーカホリズム傾向が自
身の健康・仕事・家庭機能を低下させるだけ
でなく，パートナー（夫・妻）の健康・仕事・
家庭機能も低下させること，の 2 点が明らか
になった。 
 

【2009 年度】本調査（第 2次調査） 
１）追跡調査の実施 

平成 20 年度調査において，次年度以降の
追跡調査への同意が得られた夫婦に対して
調査票を送付し，回答を求めた。その結果，
男女合計 962 名から回答を得ることができた。 
 
２)調査データの解析 

ワーク・ライフ・バランスが個人およびパ
ートナー（夫・妻）の健康・仕事・家庭機能
に及ぼす影響について，ネガティブおよびポ
ジティブの両側面から検討した。その結果，
以下の 2 点が明らかになった。 
（1）ワーク・ライフ・バランスに関して，
仕事→家族葛藤（仕事が多忙で家事・育児が
十分にできない）および家族→仕事葛藤（家
事・育児が多忙で仕事が十分にできない）の
両方向の葛藤を有している者は，単方向の葛
藤のみを有している者に比べて自身の精神
的健康およびパートナーとの人間関係が悪
く，パートナーの精神的悪化につながること。 
（2）個人のワーク・エンゲイジメント（仕
事に対する肯定的態度）がパートナー（夫・
妻）のワーク・エンゲイジメントに伝わるこ
と。その際，特に妻の共感性（他者視点）が
重要な役割を果たすこと。 
 
３）データベースの構築 
2008年度および2009年度の調査から得られ

たデータ（個人およびパートナーの WLB，健
康，仕事・家庭機能など）をもとにデータベ
ースを構築し，WLB のあり方が自身およびパ
ートナーの健康・モティベーションに及ぼす
長期的影響を解析するための基礎資料を作
成した。 
 

以上より，本研究の成果は，単に学術的な
貢献に留まらず，政府や自治体，企業などが
地域や職域において WLB対策を行うための科
学的根拠を提供できる点で，社会的・政策的
な側面に対しても貢献できたと考えられる。 
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